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酷暑のみぎり、庭先のおじぎ草のかわいらしい姿に心をなごませています。おじき草は、葉に軽く
触れるだけで、葉が閉じ垂れ下がってしまい、まるでお辞儀をしているように見えます。その敏感な
反応が「敏感」「繊細な感情」「感受性」「感じやすい心」などの花言葉の由来となり、お辞儀をす
る姿が「謙虚」という花言葉を生んだといわれています。私も教頭になり、たくさんの人に頭を下げ
る機会が増えたかなと思いました。謝るのではなく、「はじめまして。」「お世話になりました。」と、た
くさん方と出会い、たくさんのことを学ぶことができました。２学期もよろしくお願いいたします。

校長先生より 「１学期長く感じた人？」「短く感じた人？」と子どもたちに聞くと、

短く感じた子どもたちばかりでした。
【感謝の気持ちを忘れずに】
たくさんの行事や体験活動など、生き生きとしている姿が印象でした。そこには、先

生方の計画、保護者の皆様の協力、地域の方のサポートなどがあったことを忘れないで
ください。
【通知表について】
学習や運動、心がどう成長したかを書いています。ぜひ、楽しみしてください。

【あいさつ】
「３つの『あ』」をこれからも大切に。「安全」については、大きな事故がなく本当に

よかったです。「あいさつ」については、地域の方や来てくれたお客さんが、「あいさつ
が気持ちいいです。」といつも伝えてくれています。「ありがとう」については、放送・
人権委員会の「キラキラメール」で心が温かくなります。これからも友達の良いところ
をみつけてくださいね。
最後に、元気な姿を９月１日に見せてください。２学期も生き生きとした表情をみせ

てくれることを楽しみにしています。

生徒指導の担当から
①命を大切にしよう。自分も他の人も大切にできるためにはどうしたらいいですか。
②ためになることをしよう。何をしたら、自分のために、家族のために、社会のため
になるのかを考えよう。

２つのことを考えて、生活しようと話されました。

安全の担当から
５つのポイント
①もしかして・・危険を予測しよう ④待つ・・・心や時間にゆとりを
②止まる・・・・完全に止まって確認 ⑤確かめる・再確認を
③見る・・・・・左右、前後、まわりを 最後に・・・ヘルメットをかぶろう

保健の担当から 夏休み元気に過ごしてもらうために
なかなかできない治療を
つめたいものは ほどほどに
やりすぎない ネットやゲーム
すいぶん補給をこまめに
みださない 生活リズム 〈裏に続く〉
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宍喰川の堤防の工事をしています。セキで水遊びを予定している人もいると思います
が、７月いっぱいは、工事をしているので、近づかないようにしましょう。
「８月からは泳げます！」と連絡はありましたが、交通安全と水の事故に十分に気を

付けましょう。

ＰＴＡ交通安全部の皆様、通学路の点検お世話になりました。今、まとめているとこ

ろですが、もうすでに、各機関が動いてくれております。登校日には連絡いたします。

２学期からも安全に登下校できるように、気がついた点がありましたら、ご連絡をいた

だけらたと思います。よろしくお願いいたします。

「熱中症対策標語コンテスト」で６年 生垣 悠さんが
『優秀賞』を受賞されました。
『まだいける 思ったときこそ 水分補給』
暑い日が続きます。生垣 悠さんの標語を思い出し、水

分補給をして、夏を乗り切りましょう。


